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 ＳＨＯＣＨＩＫＵ ＯＴＡＮＩ ＬＩＢＲＡＲＹ  
 

■ Ｎｏ．２０４（２０１５年３月） ■ 
 平成 27 年 3 月 10 日発行  

 
 

≫≫ 新着資料案内  新しく受入れた資料をご案内いたします 
 

 

■ 映 画 資 料 ■                        ○  …… 受入済み 

 

 

■ 映 画 プ ロ グ ラ ム ■ 

『娚の一生』 『フォックスキャッチャー』  『しあわせのパン』 

『アナベル 死霊館の人形』 『プリデスティネーション』 『アメリカン・スナイパー』 

『くちびるに歌を』 
 

 

■ 松 竹 系 ２月 演 劇 公 演 資 料 ■                 ○  …… 受入済み 

劇場 演目 台本 スチール プログラム ポスター 

歌舞伎座 

『吉例寿曽我』 〇  

〇 〇 

『彦山権現誓助剱 毛谷村』 〇  

『積恋雪関扉』 〇  

『一谷嫩軍記 陣門・組打』 〇  

『神田祭』 〇  

『水天宮利生深川 筆屋幸兵衛』 〇  

第二十回日本俳優協会賞表彰式   〇  

新橋演舞場 『ブラッドブラザース』  〇 〇 〇 

松竹座（大阪） 

『嫗山姥』 〇  

〇 〇 

『銘作左小刀 京人形』 〇  

『四代目中村鴈治郎襲名披露口上』   

『傾城反魂香』 〇  

『曽根崎心中』 〇  

『連獅子』 〇  

『義経千本桜 川連法眼館の場』 〇  

南座（京都） 

『五木ひろしコンサート２０１５ ｉｎ南座』    〇 

『還暦記念桂塩鯛独演会』   〇 〇 

『水森かおり２０周年記念コンサート 歌謡紀行 

２０１５ ｉｎ南座』 

 
  〇 

ＥＸシアター六本木 『地球投五郎宇宙荒事』 〇  〇  

木挽町ホール 『こども歌舞伎スクール寺子屋終了発表会』   〇  

博多座 『慙紅葉汗顔見勢 伊達の十役』 〇  〇 〇 

大塚国際美術館 『ユリシーズ 百合若丸弓軍功』 〇  〇 〇 
 

［ポスター閲覧ご希望の際は事前に御予約をお願いいたします］ 

タ イ ト ル プログラム プレス ポスター スチール写真 台本 

『 リ ト ル ・ フ ォ レ ス ト  冬 ・ 春 』 ○ ○ ○  ○ 

『機動戦士ガンダム ＴＨＥ ＯＲＩＧＩＮ Ｉ 青い瞳のキャスバル』  ○  ○   

『 ソ ロ モ ン の 偽 証  前 篇 ・ 事 件 』 ○ ○ ○  ○ 

演劇・映画の専門図書館 

松竹大谷図書館ニューズレタ

ー 

公  益 

財団法人 
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（新着資料案内 続き） 

 

■ 他 社 演 劇 公 演 資 料 ■ 

赤坂ＡＣＴシアター １月 『舞台 真田十勇士』プログラム 

赤坂ＲＥＤ／ＴＨＥＡＴＥＲ ２月 トム・プロジェクト『スィートホーム』プログラム 

アトリエ春風舎  ２月 青年団リンク ホエイ『雲の脂』プログラム 

大阪新歌舞伎座  １月 『中村美律子＆神野美伽』プログラム 

紀伊國屋サザンシアター １月 ネルケプランニング『ＣＨaＣＫ－ＵＰねらわれた惑星』プログラム 

   ２月 劇団民藝『ヒトジチ』プログラム、台本 

国立劇場大劇場  １月 『南総里見八犬伝』プログラム、台本 

国立劇場小劇場  １月 『長唄の会・三曲の会』プログラム 

    『土佐の神楽』プログラム 

国立文楽劇場  １月 『文楽公演』プログラム、床本 

    『第２６期文楽研修修了生発表会』プログラム 

２月 前進座『如月の華』プログラム、台本 

ザ・スズナリ  １月 流山児★事務所『チャンバラ』プログラム、台本 

敦‐杏子 PRODUCE『ＵＲＡＳＵＪＩ２０１５綱渡り』プログラム 

   ２月 風琴工房『ＰＥＮＡＬＴＹ ＫＩＬＬＩＮＧ』プログラム 

シアタークリエ  ２月 ＳＨＯＷ-ｉｓｍ『ユイット』プログラム 

シアターコクーン １月 シアターコクーン・オンレパートリー『プルートゥ』プログラム 

シアター１０１０ １月 劇団青年座『をんな善哉』プログラム、台本 

渋谷ギャラリーLEDECO １月 とくお組『光沢のある赤いスイッチ』プログラム 

ＳＰＡＣＥ雑遊  ２月 鵺的『丘の上、ただひとつの家』プログラム 

すみだパークスタジオ倉 ２月 扉座サテライト公演『ＬｏｖｅＬｏｖｅＬｏｖｅ１８』プログラム 

世田谷パブリックシアター２月 『ラパン！ラパン！』プログラム 

地方巡業  １月 前進座『操り三番叟・芝浜の革財布』プログラム、台本 

東京芸術劇場シアターイースト １月 劇団山の手事情社『テンペスト』プログラム、台本 

 モダンスイマーズ『悲しみよ、消えないでくれ』プログラム 

２月 劇団道学先生『あつ苦しい兄弟』プログラム 

 日本の演劇人を育てるプロジェクト『Ｔｈｅ Ｒｉｖｅｒ』プログラム 

東京芸術劇場プレイハウス ２月 野田地図『エッグ』プログラム 

日暮里ｄ‐倉庫  １月 東京シェイクスピア・カンパニー『フォルスタッフ』プログラム 

俳優座劇場  ２月 青年劇場『青ひげ先生の聴診器』プログラム、台本 

博多座   １月 『北島三郎最終公演』プログラム 

パルコ劇場  ２月 PARCO PRODUCE『いやおうなしに』プログラム 

明治座   １月 『春日局』プログラム 

２月 『コロッケ芸能生活３５周年記念公演』プログラム 

 

 

■ 演 劇 雑 誌 ■ 

『あぜくら』平成 27年 2月号 

『演劇界』2015年 4月号 

『大向う』平成 27年 3月号 

『Ｃｏｎｆｅｔｔｉ』2015年 MARCH,APRIL 

『神奈川芸術プレス』2015年 2月-3月 Vol.122 

『上方芸能』2015年 3月(195号) 

『喝采』2015年 6月 

『国立演芸場公演ガイド』平成 27年 3月号 

『シアターガイド』2015年 4月号 

『ＪＰＬ』2015年 Winter No.56 

『ストアハウスコレクション』No.1 

『テアトロ』2015年 3月号 

『伝統文化新聞』2015年(105号) 

『ＤＲＡＭＡかながわ』2015年(別冊 4号) 

『文学座通信』Vol.648-Vol.667 

『日本照明家協会誌』2015年 2月号 

『日本舞踊』67巻 3月号 

『日本芸術文化振興会ニュース』平成 27年 3月号 

『悲劇喜劇』2015年 3月号 

『邦楽の友』平成 27年 3月号 

『青年座』 No.413,No.415,2012 新春 ,2012 秋

号,No.431,2014 夏号,No.432,No.434,2014

秋号,2015新春号 

『ラ・アルプ』2015年 3月号 
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（新着資料案内 続き） 

 

■ 映 画 雑 誌 ■                                                                                                                                                                                                                                                

『映画テレビ技術』2015年 3月号 

『映画時報』2015年 1月号,2月号 

『映画秘宝』2015年 4月号 

『映画芸術』2015年冬号 

『衛星劇場プログラムガイド』2015年 3月号 

『エキプ・ド・シネマ』2015年 No.204 

『ＮＦＣカレンダー』2015年 3月号 

『ＮＦＣニューズレター』2015年 2月-3月号 

『キネマ旬報』2015年 3月上旬号,3月下旬映画業

界決算特別号 

『シナリオ』2015年 4月号 

『シナリオ教室』2015年 3月号 

『ＳＣＲＥＥＮ』2015年 4月号､付録 

『ＴＶガイド』2013 年 9/13 号,9/20 号,9/27

号,10/4号,10/11号,10/18号,10/25号,11/1

号,11/8号,11/15号,11/22号,11/29号 

『特ラ連レポート』平成 27年 3月 143号 

『ドラマ』2015年 3月号 

『ピクトアップ』2015年 4月号 

『ＦＬＩＸ』2015年 4月号 

『文化通信ジャーナル』2015年 3月号 

『日本アカデミー賞協会会報』74号～76号 

『日本興行ニュース』1015号 

『日経エンタテインメント！』2015年 3月号 

『民間放送』1967号～1988号 

 

 

≫≫ 新規登録資料案内  新しく登録した資料をご案内いたします 

 

■ 書   籍 ■ 

『アカデミー賞記録事典』  筈見有弘＋渡辺祥子（監修） キネマ旬報社 

『’１３日本の人形劇（日本人形劇年鑑２０１２年版）』 日本ウニマ 

『日生劇場の５０年』  ニッセイ文化振興財団 

『〈瀧の白糸〉上演史における泉鏡花「錦染瀧白糸」の位置』鈴木彩（著） 私家版 

『映画配給公開記録（略称：ヒューマックスリスト）』最上敏信（編） 私家版 

『自選喜劇映画』  最上敏信（編） 私家版 

『大映リスト』  最上敏信（編） 私家版 

『日活映画リスト 戦後篇』  最上敏信（編） 私家版 

『映画・ドラマ・ＣＭイチオシ男優スター名鑑』 アクチュール編集部（編）    キネマ旬報社 

『日活１００年史』  出版文化社（編） 日活 

『宗教改革時代のドイツ演劇 その史的発展の考察』 永野藤夫（著）      創文社 

『イプセン 生涯と作品』   原千代海（著）      玉川大学出版部 
 

 

 

資料をご寄贈くださった方々（敬称略・順不同／２０１４年１２月～２０１５年１月） 

※許可を得た方のみ掲載しております 

 

松竹株式会社、松竹ブロードキャスティング株式会社、国立劇場、世田谷文学館、熊田恵子、映画論叢、 

博多座、(株)マルヨンプロダクション「シナリオ」編集部、株式会社日本舞踊社、日本映画テレビ技術協会、 

愛知芸術文化センター、劇団民藝、文学座、おもだか会、日本映画テレビプロデューサー協会、 

関西・歌舞伎を愛する会、劇団四季、ロングランプランニング株式会社、演劇出版社、キネマ旬報社、 

シナリオ・センター、一般社団法人日本民間放送連盟、東京大学出版会、安孫子正、シアタークリエ、 

梅津貴昶、丸善出版株式会社、劇団銅鑼、公益社団法人日本俳優協会、一般社団法人義太夫協会、 

神奈川県演劇連盟、独立行政法人日本芸術文化振興会国立文楽劇場、株式会社カモミール社テアトロ編集部、 

伝統文化新聞、銀座 博品館劇場、公益社団法人日本照明家協会、（株）近代映画社、岩波ホール、 

日本演劇興行協会、フィルムセンター、日本芸術文化振興会、紀伊國屋ホール、日本劇作家協会、 

梅田芸術劇場、銀座百店会、無名塾、テアトル・エコー、前進座、無声映画鑑賞会、関西常磐津協会、 

日本ウニマ（国際人形劇連盟）、日本近代文学館、劇団俳優座、邦楽の友社、名古屋芸能文化会、文化庁、 

玉造小劇店、明治座、東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）、劇団青年座、人形劇団プーク、 

日本芸能実演家団体協議会 実演家著作隣接権センター、東京都江戸東京博物館、俳優座劇場、パルコ劇場、 

新歌舞伎座、黒澤明研究会会誌、公益社団法人日本演劇協会、公益財団法人大宅壮一文庫、川邊一外、 

博物館明治村、一般社団法人長唄協会、山口博哉、松岡亮 

どうもありがとうございました 
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「義太夫正本検索・閲覧システム」を当館ホームページで公開しております 
 

2014 年 10 月 21 日より、松竹大谷図書館が所蔵する義太夫正本を検索・閲覧するシステムを当館のホームペ

ージで公開しております。この検索・閲覧システムは、松竹大谷図書館が所蔵している義太夫正本を検索

し、一部をデジタル画像で閲覧できるようにしたものです。 

当館のホームページにシステムの説明があり、そのページから、システムのトップ画面に行くことができます。 

 

「松竹大谷図書館所蔵義太夫正本検索・閲覧システム」 
http://www.dh-jac.net/db1/books/Shochiku-Otani/ 

 
 

 

（検索・閲覧システムのトップ画面）            （検索・閲覧システムの画像閲覧画面） 

 

システムの開発及び公開は、松竹大谷図書館と京都の立命館大学アート・リサーチセンターとの間で結ばれた

協定に基づき、アート・リサーチセンターが行っています。 

 

義太夫正本とは、人形浄瑠璃の戯曲にあたる資料です。１作

品まるごとの本文を収録しているところから「丸本」とも言

われます。義太夫正本は、その内容の奥深さや宗教観、そこ

に描かれる人間の普遍的で魅力あふれる姿から、単に人形浄

瑠璃の戯曲としてだけでなく、江戸時代の人々の恰好の読物

として人気が高い出版物でした。 

 

 
(左)「新うすゆき物語」(寛保元年[1741]初演) 献上本 

(右)「須磨都源平躑躅」(享保 15年[1730]初演) 七行本 

 

松竹大谷図書館では、江戸時代に出版された約 550冊の義太夫正本を所蔵しており、閲覧時に身分証をお預か

りしますが、どなたでも閲覧していただけます。この義太夫正本の所蔵を、Web上で検索できるようにしたも

のが、今回のシステムです。また、このうち 123冊については、翻刻出版のための調査を目的として義太夫節

正本刊行会により 12 年ほど前に撮影された画像をシステムに組み込み、検索結果から正本の画像を閲覧でき

るようにしています。 

 

これまでは当館でしか閲覧できなかった正本が、ご自宅で、職場で気軽にお読みいただく事ができます。まだ

まだ画像数も少なく、入力項目もわずかですが、松竹大谷図書館の 55 年以上に渡る歴史の中で、Web 上での

検索・閲覧という新しい一歩を踏み出す事ができました。 

 

 

また、3月 2日に、立命館大学アート・リサーチセンターにて、日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点 

全体カンファレンスが行われ、当館スタッフの武藤祥子が「演劇上演記録のデータ・ベース化と活用、ならび

に汎用利用システム構築に関る研究」と題して発表し、この「義太夫正本検索・閲覧システム」についても報

告を行いました。この全体カンファレンスについては、次号で詳しくご報告いたします。 

http://www.dh-jac.net/db1/books/Shochiku-Otani/
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専門図書館資料修復セミナー 

図書館の現場で実践する劣化・破損資料の補修 基礎実習 
 

2015年 2月 4日 14：00-17：00 

日本図書館協会会館 2F研修室 

講師：岡本 幸治（製本家） 

出席者：飯塚 美砂 

 

 

図書館の劣化・破損資料を修復する岡本先生のセミナーは図書館協議会主催で何度か開催されているが、今

回は初めての“実習”。持参するものリストには「相談したい破損資料（あれば 1冊）、のり筆、骨ヘラ、水筆

（タンク式水筆もしくは面相筆）、カッター、金属定規…」とあったので、即座に参加を申し込んだ。 

実は、このところ大変気になっていた“破損資料”があったので是非先生に見ていただきたかったのである。

それは、今襲名公演で話題になっている四代目中村鴈治郎の曽祖父、初代中村鴈治郎の追悼本『中村鴈治郎を

偲ぶ』。昭和 10年初代中村鴈治郎の没後に出版された。内容は亡くなるまでの経過や葬儀の様子、芸風や当た

り役、またその写真などを多数収録した１冊で、表装も緑がかったグレーの絹布を表紙に使った品の良い作り

になっている。が、布であることで経年劣化が紙よりすすみ、背表紙が剥離してきている。 

 

当日、会場となった部屋には机ごとに 3～4人のグループ分けがされ、カッターボード、小型のアイロンや

糊などが用意されている。まずは先生の「なぜ修理するのか、何を優先するのか、どのように修理するのか」

という講義とともに修理に使う道具、材料などの説明を受ける。実際に使用する糊のつくりかたや紙の扱い方

を教わり、まず、破れたページの補修と見返し紙、背表紙の修理方法の実習に入る。既に何度か先生の講義を

受けて図書館で実践しているので、そこは手早くすすめておいて、『中村鴈治郎を偲ぶ』を手に先生の巡回を

待ち受けた。 

今回は基礎編であるので、先生もそのような凝った本の修理は予定になかったはずだが、絹張りのバリバリ

になった背表紙を見て俄然、これは初心者に任せておけないと思ったのか、自らマイクロスパチュラ（本来は

医療器具）という“秘密兵器”を取り出し最新の注意をもってきれいに剥がしてくださった。 

このあたりで、実習は予定時間終了。先生より、きれいに剥がされた『中村鴈治郎を偲ぶ』の背表紙の次の

作業（色と厚さのあった和紙を調達し、背表紙として接着させ、剥がして分離させた背文字の活かせる部分を

貼る）に関するアドバイスをいただいた。 

現在、和紙とマイクロスパチュラは探し回って何とか調達できそうなので、慎重に準備をした上で、いよい

よ本格的に『中村鴈治郎を偲ぶ』の修理に取り掛かろうと思っている。 

 

 

 

   
 

写真１：製本修理のための道具            写真２：ぼろぼろ状態の『中村鴈治郎を偲ぶ』背表紙 
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公益財団法人松竹大谷図書館は、演劇・映画の専門図書館である松竹大谷図書館を運営し、所蔵

資料を広く一般に無料で公開して、芸術文化の振興と社会文化の向上発展に寄与することを目的と

する事業を行っております。 

当館の使命である、資料を収集・整理・保存・公開する図書館事業を確実かつ永続的に達成し、

さらなる社会貢献をしていくために、寄附金を募っております。 

公益認定を受けた財団法人への寄附金支出者は税制上の優遇措置が受けられます。 

何卒、ご理解とご賛同をいただき、格別のご支援を賜りますようお願い申上げます。 

 
● 現在ご支援いただいている方々（了承を得た方のみ掲載） 

２０１５（平成２７）年 2月にご支援いただきました 
 

法人・団体 （５０音順・敬称略） 

株式会社歌舞伎座 

歌舞伎座サービス株式会社 

歌舞伎座舞台株式会社 

松竹株式会社 

松竹衣裳株式会社 

株式会社松竹映像センター 

 

松竹音楽出版株式会社 

松竹芸能株式会社 

株式会社松竹サービスネットワーク 

松竹ブロードキャスティング株式会社 

株式会社松竹マルチプレックスシアターズ 

 
 
 
 

どうもありがとうございます 

 

 

 

  

■ 公益財団法人松竹大谷図書館へのご支援のお願い ■ 

 

■
春
期
特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ
■ 

平

成

27

年

2

月

28

日

（
土

）
よ

り 

平

成

27

年

3

月

15

日

（
日

）
ま

で 

資
料
整
理
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。 

平
成
27
年
3
月
16
日
（
月
）
よ
り
通
常
ど
お
り
開
館

い
た
し
ま
す
。 

 

■
閲
覧
室
展
示
の
お
知
ら
せ
■ 

▼
閲
覧
室
の
資
料
展
示
は
、
春
期
特
別
整
理
休
館
明
け

の
16
日
よ
り
、
野
村
芳
太
郎
監
督
作
品
の
展
示
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
2015
年
は
野
村
芳
太
郎
監
督
の
没

後
10
年
に
あ
た
り
ま
す
。
松
本
清
張
原
作
の
サ
ス
ペ

ン
ス
作
品
で
有
名
な
監
督
で
す
が
、
喜
劇
や
メ
ロ
ド
ラ

マ
な
ど
、
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
も
撮
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
多
彩
さ
も
お
伝
え
で
き
る
展
示
に
し
た

い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
号
で
展
示
内
容
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。 

 

■
「
街
角
で
見
つ
け
た
新
派
」
発
売
中
！
■ 

新
派
の
様
々
な
舞
台
の
現
場
を
、
文
と
写
真
で
案
内
す

る
新
刊
が
、
1
月
15
日
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
劇
団

新
派
文
芸
部
所
属
で
、
新
派
の
演
出
家
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
成
瀬
芳
一
さ
ん
が
文
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。

本
年
1
月
に
三
越
劇
場
に
て
上
演
さ
れ
た
『
大
つ
ご

も
り
』
の
白
金
台
町
な
ど
、
名
作
の
舞
台
と
な
っ
た
東

京
の
各
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
を
読
み
な
が

ら
、
当
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
一
冊
で

す
。
当
館
の
蔵
書
と
し
て 

も
ご
覧
頂
け
ま
す
が
、
街 

歩
き
の
お
供
と
し
て
お
手 

元
に
一
冊
い
か
が
で
し
ょ 

う
か
？ 

 

「
街
角
で
見
つ
け
た
新
派
」 

文 
 

：
成
瀬
芳
一 

写 

真
：
岡
田
明
彦 

出
版
社
：
青
蛙
房 

定 

価
：
1800
円(+

税) 

 

編集・発行 公益財団法人 松竹大谷図書館  〒104-0045  東京都中央区築地 1-13-1 銀座松竹スクエア３階 

℡ 03-5550-1694  http://www.shochiku.co.jp/shochiku-otani-toshokan/    

●
利
用
案
内
● 

開
館
時
間 

平
日
午
前
１０

時
～
午
後
５
時 

休

館

日 

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
毎
月

最
終
木
曜
日
、
５
月
１
日
、
１１

月

２２

日
、
年
末
年
始
、
春
期
・
夏
期 

特
別
整
理
期
間 

※
そ
の
他
、
臨
時
休
館
の
あ
る
場
合
は

一

ヶ

月

前

か

ら

館

内

お

よ
び 

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
示
し
ま
す
。 

閲

覧 

館
内
閲
覧
の
み 

入

館

料 

無
料 

 

●
交
通
案
内
● 

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
、
都
営 

地
下
鉄
浅
草
線 

東
銀
座
駅
５
番 

出
口
よ
り
徒
歩
３
分 

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線 

新
富
町
駅

１
番
出
口
よ
り
徒
歩
８
分 

 

銀座 

１階資料保管庫 ２階多目的ルーム 


